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今月の紙面から

行　政

平成22年10月15日号

1〜3・8・10・11 4・5 6・7 8・9・16〜19 12・13・20 14 15 19

行政 環境 学びの里 お知らせ 健康・福祉 男女共同参画 カレンダー 市民協働

「100歳長寿おめでとうございま
す」谷井博美市長が訪問（16ページ）

生ごみ処理機器購入費補助制度を活用し、生ごみの減量を！、「みんなで３Ｒ」� 4

むなかた環境フェスタ2010　リサイクルマーケット出店団体募集� 5

Ｓｍｉｌｅ！　あっぱれ楽しい「子どもまつり」� 6

特定健診３年目を迎えて…生活習慣病予防講座を開催、「健康むなかた21」� 12

世界を感じよう！　〜万国共通・男女共同参画の意義〜、「メッセージ」� 14

地島…潮風の中の交差点その３（最終回）、「協働のまちづくり」� 19

４月入所の申し込みは11月に、「保育所」� 9

赤間駅北口周辺が生まれ変わります　地元団体が「街開きイベント」を開催� 10〜11
「食」を通して健康づくり　活躍する食進会、「健康むなかた21」� 20

　広報紙15日号で毎月、市ホームページ＝http://www.city.munakata.
lg.jp/に掲載している市長ブログを紹介しています。
■問い合わせ先　秘書課　☎（36）０８９０

　
市
で
は
、住
民
参
加
型
市
場
公
募
債「
か

の
こ
債
」
を
発
行
し
ま
す
。

　「
か
の
こ
債
」
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
、
市
が
実
施
す
る
事
業
の
資
金
提
供
者

に
な
っ
て
も
ら
い
、
市
の
施
策
に
関
心
を

持
ち
、
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
へ
参
加
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、「
日
の
里
中
学
校
改
築
事
業
」

「
道
路
整
備
事
業
」
に
２
億
円
の
「
か
の

こ
債
」
を
発
行
し
ま
す
。
応
募
方
法
や
購

入
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
２
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
　【
詳
細
２
ペ
ー
ジ
】

■
問
い
合
わ
せ
先

　
財
政
課
　
☎
（
36
）
１
１
０
４

かのこ債
　とは？

市が発行する住民参加型市場公募債です。
　　　　　　 市の花「かのこゆり」にちなんで、

と、愛称がつけられています。平成18年か
ら発行し、今回が５回目の発行となります。

か がやく
の びやかなまちづくりに
こ うぼ債

日
の
里
中
学
校
改
築
事
業
な
ど
に

「
か
の
こ
債
」を
２
億
円
発
行

ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
カ
ザ
ン
ラ
ッ
ク
市
と

パー
ト
ナ
ー
シップ
協
定
を
締
結

史
の
ス
タ
ー
ト
!!

　

市
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
カ
ザ
ン
ラ
ッ
ク
市
の

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
」
の
締
結
式
が
９
月
16
日
、

市
役
所
で
開
か
れ
、
谷
井
博
美
市
長
と
カ
ザ
ン
ラ
ッ
ク

市
の
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ダ
ミ
ャ
ノ
フ
市
長
が
、
今
後
の
さ

ら
な
る
交
流
を
約
束
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

秘
書
課　

☎
（
36
）
０
８
９
０

　
紀
元
前
６
世
紀
ご
ろ
の
ト

ラ
キ
ア
人
の
遺
産
が
多
く
残

り
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
「
カ
ザ
ン
ラ
ッ
ク
の
ト
ラ

キ
ア
人
の
墳
墓
」
が
あ
る
カ

ザ
ン
ラ
ッ
ク
市
。
世
界
遺
産

登
録
を
進
め
て
い
る
沖
ノ
島

や
古
墳
群
が
あ
る
宗
像
市
。

　
今
回
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
が

持
つ
歴
史
や
文
化
遺
産
を
未

来
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
協
力

し
合
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
の
10
年
間
の
交
流
を
さ
ら

に
支
援
し
て
い
く
こ
と
で
、

両
市
の
き
ず
な
が
よ
り
深
ま

る
よ
う
に
と
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。

　
締
結
式
に
は
、
リ
ュ
ボ
ミ

ル
・
ト
ド
ロ
フ
駐
日
ブ
ル
ガ

リ
ア
共
和
国
大
使
と
宗
政
伸

一
在
福
岡
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和

国
名
誉
領
事
が
立
会
い
、
民

族
衣
装
姿
の
カ
ザ
ン
ラ
ッ
ク

民
族
舞
踊
団
も
参
列
。
署
名

後
に
は
、
両
市
長
が
互
い
に

記
念
品
を
贈
り
、
今
後
の
友

好
関
係
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
谷
井
市

長
に
は
ト
ド
ロ
フ

大
使
か
ら
、
日
本

と
ブ
ル
ガ
リ
ア
共

和
国
の
友
好
促
進

に
寄
与
し
た
と
し

て
ブ
ル
ガ
リ
ア
共

和
国
政
府
発
行
Ｅ

Ｕ
加
盟
記
念
の
シ

ル
バ
ー
コ
イ
ン
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
役

所
玄
関
横
の
花
壇

で
、
ダ
ミ
ャ
ノ
フ

市
長
か
ら
贈
ら
れ
た
ブ
ル
ガ

リ
ア
産
の
バ
ラ
（
ダ
マ
ス
ク

ロ
ー
ズ
）
の
苗
を
植
樹
。
毎

年
５
月
下
旬
か
ら
６
月
に
花

が
咲
く
品
種
で
、
今
後
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
協
定
締
結
記
念
と

し
て
、
カ
ザ
ン
ラ
ッ
ク
民
族

舞
踊
団
か
ら
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
バ
ラ
の
苗
を
配
り
ま

し
た
。
赤
間
西
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
で
の
贈

呈
式
で
は
、
職
場
体
験
事
業

に
来
て
い
た
城
山
中
学
校
の

女
子
生
徒
２
人
が
、
着
物
で

出
迎
え
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。
最
後
は
、
舞
踊
団
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
に

集
ま
っ
た
地
域
の
み
な
さ
ん

で
、
輪
踊
り
し
て
交
流
を
楽

し
み
ま
し
た
。

協
定
書
へ
の
署
名
を
終
え
、
が
っ
ち
り

と
握
手
を
交
わ
す
谷
井
市
長（
右
）
と
ダ

ミ
ャ
ノ
フ
市
長

バ
ラ
の
苗
を
植
樹
す
る
谷
井
市

長
（
右
）
と
ダ
ミ
ャ
ノ
フ
市
長

新たな歴

　
９
月
10
日
（
金
）、
東
宝

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー

の
１
期
生
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
本
井
亜
弥
さ
ん
が
、
宗

像
市
で
の
公
演
を
前
に
市
役

所
へ
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
本
井
さ
ん
は
宗
像
市
出
身

で
、
小
学
６
年
生
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
宗
像
市
少
年
少

女
劇
団
に
所
属
。
卒
団
後
に

東
宝
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ア
カ
デ

ミ
ー
を
受
験
し
、
１
０
０
０

人
中
30
人
合
格
と
い
う
狭
き

公
演
を
前
に
市
役
所
を
訪
れ
て

く
れ
た
本
井
さ
ん
（
左
）

門
を
く
ぐ
り
ぬ
け
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
「
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
」

な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
公
演
は
、
東
京
な

ど
か
ら
２
日
間
で
５
０
０
人

以
上
が
来
場
す
る
な
ど
、
本

井
さ
ん
に
と
っ
て
ま
さ
に
凱

旋
公
演
と
な
り
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、「
文
化
と
い

う
も
の
は
目
に
見
え
る
も
の

で
は
な
い
が
、
人
の
心
を
動

か
し
、
生
活
を
豊
か
な
も
の

に
す
る
」
と
常
々
考
え
て
い

ま
す
。
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
で

育
っ
た
本
井
さ
ん
の
演
技

が
、
多
く
の
人
の
心
を
動
か

し
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
喜

び
を
感
じ
ま
す
。

　
本
井
さ
ん
の
今
後
の
さ
ら

な
る
活
躍
を
祈
る
と
と
も

に
、
地
元
劇
団
の
卒
団
員
に

よ
る
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
で
の

「
里
帰
り
公
演
」
実
現
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　｢冬季の収集開始時間を遅くしてほしい」という要望が
多くあるため、市では、11月～来年２月までの４カ月間、
家庭の燃やすごみの収集開始時間を「午前７時30分」に
変更します（大島地区は除く）。
　道路の交通状況やごみ量によって収集時間が変わるこ
ともあります。みなさんの理解と協力をお願いします。

■問い合わせ先　資源廃棄物課　☎（36）１４２１

11月からごみの
収集開始時間が変わります

期　間
11月１日（月）〜
平成23年２月28日（月）まで

時　間
「午前６時30分」から
「午前７時30分」に変更


